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失われた幼年期

H.VaughanとW.Wordsworth

宮 地 信 弘

TheThemeofInfancyinVaughan'sTVieRetrTeateand

Wordsworth,stmmor

NobuhiroMIYACHI

序

まず次の二つの詩の一節を比較することから始めよう｡いずれも至福につつまれていた幼年

時代の喪失をモチーフとする部分である｡

(1)Therewasatimewhenmeadow,grOVe,andstream,

Theearth,andeverycommonsight,

Tome didseem

Apparelledincelestiallight,

Thegloryandthefreslmessofadream･

Itisnotnowasithathbeenofyore;一

TurnWheresoe'erImay,

Bynightorday,

ThethingswhichIhaveseenInowcanSeenOmOre･1)

(2)Icannotreachit;andmystrivingeye

Dazlesatit,aSatetemity.

WerenowthatChroniclealive,

Thosewhitedesignswhichchildrendrive,

Andthethoughtsofeachharmlesshour,

Withtheircontenttooinmypow'r,

QuicklywouldImakemypatheven,

AndbymeerplaymggOtOHeaven･2)

(1)の方では､過ぎ去った無垢なる時代と現在との間に絶対的な〈内的距離〉が強く意識されて

いて､全体に沈鬱な､半ば絶望に近い悲嘆が重く響いてくるのに対して､(2)の方では､同じ楽

園喪失をうたってはいても､喪失感が憧憶の力に転換されており､その中に宗教的感情が読み

とれる｡そうした違いはあるが､｢失われた幼年期｣という点ではいずれも共通のモチーフを

扱っている｡(1)の方は､言うまでもなく､イギリス･ロマン派を代表するW.Wordsworthの､

一般には『不滅の頒歌』(J肌用0血妙Odと,1803(?1802ト1806)と呼ばれる詩3)の冒頭の一連で
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ある｡(2)の方はWordsworthよりも150年ほど前のいわゆる形而上派詩人の最後を飾る一人

HenryVaughan(1621/2-1695)の宗教詩集『火花散らす火打ち石』(SilexScintillans,1650-

1655)におさめられた｢子供の頃｣("C仙de-hood")と題する詩の目頭である｡一見したところ､

Vaughanの詩の上記引用部分にはモチーフの点だけでなく､語句においてもWordsworthの先

取りと思える箇所が二､三見られる｡たとえば､｢子供たちを駆りたてるあの純白の計画｣

(ThosewhitedesignswhichchLdrendrive)や｢積れを知らぬ時間｣(eachhamlessh｡ur)など

の表現はWordsworthの詩の中にあらわれてもおかしくはない｢ワーズワース的｣語句である｡

もし(2)には､Wordsworthが得意とする自然描写が欠けていると指摘されるのであれば､これ

もよく引かれる次の箇所をあげることができる｡

Fair,ShiningMounhlinsofmyp止grimage,

And80W'ryVdles,Whoseflow'rswerestars:

The如sandn妙tsofmyfirst,happyage;

Anagewithoutdistastandwarrs:4) ("Looking-back"11.ト4.)

この引用で注目に催するのは､幸福だった過去への追想部分(Anagewithoutdistastand

WarrS)のみならず､それが山に向けられた親近感(Fair,ShiningMouniains)と結びついている
ことであろう｡すなわち､当時､山は決しで快い喜びを与えるものではなく､いまわしい嫌悪

と恐怖の対象でしかなかったのに対し､Vaughanは山に対して全体として親近感､ないしは

〈快〉の感情を抱いていたらしく思える点である｡Wordsworthに限らず､ロマン派の詩人たち

が(Blakeを例外として)一度はアルプスの山の崇高美に心惹かれたことはよく知られている｡

この点でもVaughanとWordsworthはよく似た詩人であるという印象を受ける｡

この17世紀中葉の神秘主義的宗教詩人は､普通､形而上派詩人たちの一人に考えられるが､

自然へ深い関心を示した点が他の形而上派詩人たちには見られない彼の特質としてよく指摘さ

れる｡その点で､彼はWordsworthの先駆をなすと見なされ､両者の精神的親近性がしばしば

問題にされる｡特に影響関係が云々されるのはVaughanの､これも幸福な幼い日々への切な

る回帰願望をうたった｢後退｣("TheRetreate")と題する詩と､先に目頭の一連を引いた

WordsworthのImmortali&Odbとの間においてである｡

Vaughanの"TheRetreate"がWordsworthのImmortali&Odeの直接的霊感源であったかど

うかはともかく､この二つの詩の類似性に注目するあまり､19世紀には､Wordsworthは"The

Retreate"がおさめてられているVaughanの宗教詩集SilexScintillansを一部を所有していて､

精読していたのではないかという神話まで生まれた｡ところが､おもしろいことに､これが単

なる好事家的興味がつくりだしたロマンティックな神話に終わらず､事実Wordsworthの蔵書

の中にVaughanの詩集があったことが立証されてしまった｡これでImmoriali&Odeが

Vaughanの"TheRetreate"の影響のもとに書かれたことが決定的になったかに見えたが､現

在では､直接影響説は否定されるか疑問視されることが多い｡その理由の一つは､もしWords_

WOrthが､あれだけ自分の思想に近いVaughanの詩を読んだのなら､何らかの感想なり注釈な

りが､たとえ断片的であれ､残っていてもよさそうなのに､Wordsworthの著作全体の中で

Vaughanへの言及が皆無であること､それからもう一つの理由は､WordsworthがImmortali&

Odeの中で展開しているプラトンの霊魂不滅論や〈先在〉説(Pre-eXistence)､あるいは〈想

起〉説(Reminiscence)の直接の出典は､必ずしもVaughanにではなく､友人のColeridgeに
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負っているらしいことが指摘されうることである5)｡しかし､直接影響説を否定する何よりも

有力な根拠は作品の内部に求められうる｡この小論では､問題の"TheRetreate"とImmor-

ね妙Odβを特に詩人の姿勢という側面から比較分析していき､それぞれの詩人にとって､幼

年期とはいかなる意味を持つものであったかを考えていきたいと思う｡

1

"TheRetreate"は､Vaughanの詩の中で最も有名なものの一つで､完成度の高い作品である｡

全行32行の比較的短い詩で､前段の幸福な幼年期の喪失を歌う部分と､再びその幼年期に｢後

退｣したいと切望する後段部分に分けられる｡仝詩を引く｡

The Retreate.

Happythoseearlydays!whenI

Shin'dinmyAnge11-infancy.

BeforeIunderstoodthisplace

Appointedformysecondrace,

Ortaughtmysoultofancyought

Butawhite,Celestia11thought,

WhenyetIhadnotwalktabove

Amile,OrtWO,frommyfirstlove,

Andlookingback(atthatshortspace,)

Couldseeaglimpseofhisbright-fhce;

WhenonsomegildedCloud,OrPowYe

MygazlngSOulwoulddwe11anhoure,

Andinthoseweakergloriesspy

Someshadowsofetemity;

BeforeItaughtmytonguetowound

MyConsciencewithasinfu11sound,

Orhadtheblackarttodispence

Asev'rallsinnetoev'rysence,

Butfeltthroughanthisfleshlydresse

Brightshootesofeverlastingnesse.

OhowIlongtotrave11back

Andtreadagainthatancienttrack!

ThatImightoncemorereachthatplaine,

WherefirstIleftmygl0rioustraine,

Fromwhenceth'InlightnedsplntSeeS

ThatshadyCityofPalmetrees;

But(ah!)mysoulwithtoomuchstay

Isdrunk,andstaggersintheway.

Somemenaforwardmotionlove,

ButIbybackwardstepswouldmove,

Andwhenthisdustfhllstotheurn

InthatstateIcamereturn.6)

Vaughanは､｢あの幼き日々の幸福よ｣(Happythoseearlydays!)と歌いだし､以下接続詞や

関係詞を連続的に用いて幼年期の至福から離れていった過程を詳細に述べていき､それによっ

て｢天使の幼さ｣(Ange11-infancy)に浴していた頃を思い描く｡ImmoYialib,Odeにおいても､
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Wordsworthは幼年期喪失の悲しみを歌うことから始めるが､両者の違いはまずその悲哀の感

情の響きの差にあらわれる｡〈序〉に引いたJ椚仰血妙Odgの一連目は､外界のすべてが｢天

上の光に包まれて｣(appareuedincelestiallight)いた幼年期の幸福を回想する最初の5行が､

続く4行の現在の喪失感をうたう部分でしめくくられているが､それに続く3連もほぼ同様の

構成になっており､各連ごとに喪失の悲しみが繰り返して表出される｡

Watersonastarrynight

Arebeautifu1andfair;

ThesunShineisagl0riousbirth;

ButyetIknow,Where'erIgo,

Thattherehathpastawayaglory丘omtheearth.

Now,WhilethebirdsthussngaJOyOuSSOng,

Andwhiletheyounglambsbound

Astothetabor'ssound,

Tomealonetherecameathoughtofgrief:

Whitheris鮎dthevisionarygleam?

Whereisitnow,thegloryandthedream?

(比14-18)

(比19-22)

(u.56-57)

つまり､ここには詩の論理的発展はないのであって､悲しみの感情の堂々めぐりがあるだけな

のである｡このむきだしにされた感情表出の執擁な繰り返しは､詩人が失われた過去の楽園か

ら完全に絶たれた思いと､外界の自然からの深い疎外感を痛切に意識していることを示すもの

である｡Vaughanの詩にはこれほど絶村的な〈内的距離〉は読みとれない｡

J刑仰γぬ妙0ゐは､実は､執筆年代が二つに分かれており､以上の4連日までが1803年

(あるいは1802年)に書かれ､残りの部分は3年後の1806年に善かれている｡1803年に書かれ

た最初の4連は以上のように､喪失感の表出に終始しており､幼年期に関するプラトニズム的

な解釈等の思弁的･哲学的要素が現われるのは1806年に付加された5連日からである｡

Ourbirthisbutasleepandaforgetting:

TheSoulthatriseswithus,Ourlift'sStar,

Hathhadelsewhereitssetting,

Andcometh丘･omafar:

Notinentirefbrgetfulness,

Andnotinutternakedness,

Buttrailingcloudsofglorydowecome

FromGod,Whoisourhome: (u.58-65)

人間が現世に生まれるということは､魂がそれまで目ざめていた状態から眠りにつくことであ

り､霊的世界を忘れることであるとするこの部分が､プラトンの〈先在〉説(Pre-eXistence)

(霊魂は肉体の誕生以前には霊的世界にあり､誕生とともにその前世の記憶を失うという説)

に由来することは明白であろう｡しかし､この詩におけるこの思想の直接の給供源はプラトン

ではなく､友人Coleridgeが長男誕生の際に書いたソネット("SormetcomposedonaJourney

Homeward;theAuthorhavingreceivedIntelligenceoftheBirthofason",1797)であったらしい｡

Ofto,ermybraindoesthatstrangefancyroll
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Whichmakesthepresent(whletheflashdothlast)

SeemameresemblanCeOfsomeunkn0wnpaSt,

Mixedwithsuchfee血gs,aSperplexthesoul

Self-queStionedinhersleep;andsomehavesaid

Wehv･d,ereyetthisrobeoffleshwewore･7)

さて､ここで問題にしたいのは､プラトニズムの思想の出所ではなく､この思想がJ川棚γ一

助砂0励の中でいかに取り扱われているか､どれくらい詩の中の思想として溶け込んでいる

かということである｡この部分(u.58-60)に関する限り､このプラトニズムの思想はあまり

にも生硬な印象を与える｡もともとWordsworthという詩人は過去の具体的な体験を書きつら

ねることを得意とし､哲学的思弁や抽象化ということには不得手なというか､気質的に向かな

い詩人なのであるが､それでも､この部分からはいかにもとってつけたというような感じをう

ける｡後半に展開されるWordsworth自身の苦悩から生み落とされた倫理的思想に比べると､

借り物の思想という感じを拭えない｡つまり詩の中に十分溶け込んでいないのである｡その一

っの証左が65行目の"God"という語の使用に見い出せると思う｡

この語はこの詩の中ではここだけにしか現われないし､また詩の主張の展開も人生から哲学

的精神を学ぶという方向に向かい､キリスト教的主題はあらわれない｡つまり､この"God"

という語の意味内容はきわめて不明瞭なのである｡Wordsworthが自己の体験を通して､自然

の中に生々しく感じとった超自然的な生命や神秘的な存在を言い表わす場合､"apreSenCe"や

"being"といった語を用いるのが彼の常である｡たとえば､次の詩(TinおmAbbりL,ines,1798)

の"Apresence"がその好例である｡

AndIhavefelt

Apnsencethatdisturbsmewiththejoy

Ofelevatedthoughts;aSenSeSublime

Ofsomethingfhrmoredeeplyinterfused,

WhosedwellingisthelightofsettlngSunS,

Andtheroundoceanandthelivingair,

Andthebluesky,andinthemindofman:8)

(rf乃わ用A地印エi乃β5u.93-99イタリックは筆者)

この詩では､彼は言葉をかえてそうした存在の実体を伝えようと試みるが､正統キリスト教の

神"G｡d"に還元することはない｡あくまでも自らのアニミズム的感覚や動物的感覚を守り抜

き､それらを伝える言葉をさがそうと努める｡

Amotionanda*irii,thatimpels

創1thinkingthings,anObjectsofallthought,

Androllsthrougha11things.

(苅血お耶A抽砂上加闇Ⅷ.100-102イタリックは筆者)

上記二つの引用文のイタリックの部分において､それぞれに不定冠詞が付されていることにも

注意する必要があろう｡この不定冠詞を付した言い方は奇妙に具体的で､生々しい感じを与え､

w｡rdsw｡rthのアニミズム的感覚をよく伝えてくれる｡つまりWordsworthにとって､そうし

た｢存在｣や｢動き｣や｢霊｣は決して抽象概念ではなく､不可解ではあるが､実体を備えた
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何か生命的なもの(ヌーメン的生命)なのである｡Wordsworthと自然の未知なる生命との一

体感をうかがわせる以上のような語に比べると､"God"という語に充填された感情の稀薄さが

逆に浮かび上がってくると思う｡このことは､言いかえれば､Wordsworthがこのプラトニズ

ムの思想にコミットすることなく､未消化のまま借り入れてしまったことを暴露するものでは

ないだろうか｡確かにプラトンの〈先在〉説は自らの経験をうまく説明してくれはするが､ど

ことなく異質的なものをそこに感じとっていたことを示すものではないだろうか｡この説が

Wordsworthの､幼年期からの疎外感をいやす信念になりえなかったのもそうしたあたりに原

因が求められるだろう｡

ところで､Vaughanの"TheRetreate"の中でImmoriali&Odeの5連日と比較されうる箇所

は､3行目から4行目の｢天使の幼なさに包まれて輝いていた子供の頃､私はまだこの世が私

の第二の旅路に定められた場所であるとは知らずにいた｣というcoupletの部分であろう｡こ

の箇所の思想的起源をたどれば､WordsworthのImmortali&Ode同様､プラトンの〈先在〉説

(Pre-eXistence)にまで遡行できるだろうが､Vaughanがプラトンに頼っていたかどうかは不明

である｡むしろ､ここの直接の思想的背景はプロティノスを起源とするルネサンス期のNeo_

Platonismの〈流出〉(emanation)の原理であると思われる9)｡つまり､万物は根源的な 〈一

者〉(theOne)から溢れ出て､その〈一者〉(theOne)から遠ざかるにつれて､次第に霊性･

完全性を失っていくとする思想である｡Vaughanに最も強い思想的影響を与えたのは､双生児

の弟で､17世紀イギリスを代表する有名なヘルメス哲学者であるThomasVaughanであったこ

とはよく知られている｡L.C.Martinによれば､ThomasVaughanの思想の中には､ネオ･プ

ラトニズムからユダヤ教思想､ヘルメス哲学からカバラ思想､西洋神智学から東洋の魔術まで､

さまざまな起源を持つ思想が流れ込んでいたらしい10)｡その影響のせいか､あるいは当時の時

代思想によるものか､Vaughanの詩にはネオ･プラトニズムの思想とキリスト教思想が分かち

がたく結合している作品が多い｡"TheRetreate"のこの部分についても､Vaughanは〈流出〉

(emanation)の原理やプラトンの 〈先在〉説をキリスト教思想と結合させた形でとらえている

らしく思われる｡もともとプラトンの 〈先在〉説は､｢……幼な子のようにならなければ､天

国にはいることはできないであろう｡｣(｢マタイ伝｣18章3節)というような聖書の箇所を媒

介にして､容易にキリスト教思想の中に取り込まれうる性格のものであった11)｡何よりも

Vaughan自身､2行目の"Ange11-infancy"という語句で､幼年期をキリスト教の天使のイメー

ジと結びつけていることがそのことを雄弁に物語っている12)｡それに､この詩に限らず､

Vaughanの詩に支配的なイメージの出所は､聖書と､彼が師と仰いだGeorgeHerbertの宗教

詩であり､感情の主調音は､幾分神秘主義的傾向を含んだ宗教感情なのであって､哲学的思想

ではない｡

Vaughanの詩で､キリスト教思想に由来するもう一つの神秘主義的傾向のイメージとして､

7行目から10行目(｢私はまだ最初の愛から1マイルか2マイルしか離れておらず､ふり返る

と､神の輝く顔を仰ぎ見ることができた｣)の部分における｢至福直観｣(beati丘cvision)のイ

メージをあげることができる｡これは聖書の｢わたしたちは今は､鏡に映して見るようにおぼ

ろげに見ている｡しかし､その時には､顔と顔を合わせて見るであろう｡｣(｢コリント人への

第一の手紙｣13章12節)という箇所に典拠を持つ､直接に神を見るという宗教的生の終局の目

的を述べた思想であり､これはまた神を見るだけでなく､神に見られるという双方の霊的視線

の直接的交感より生ずる神秘的法悦境をあらわしたものでもある｡Vaughanがこの思想に根ざ

-
66
-



失われた幼年期

す神の〈眼差し〉(glance)に深い関心を寄せていたことは次のような箇所からも明らかである｡

Yetsinceaseasie'tisforthee

Tomakemangood,aSbidhimbe,

Andwithoneglaunce(couldhethatgain,)

Tolookhimoutofallhispain,13)

Othybrightlooks!thyglanceoflove

Shown,&butshownme血･Omabove!

Rarelook!thatcandispensesuchjoy

Aswithoutwoolngwinsthecoy.

Andmakeshimmourn,andpineanddye

Likeastarv,dEaglet,forthineeye.14)

("Misery",ll.93-96)

("TheFavour",11.1-6)

苦悩を癒し､魂を救う力を秘めた神の眼差し､それに包まれることがVaughanの願いの一つ

でもあった｡"fuu-ey,dlove"("Cock-CrOwing"1.41)(豊鏡な眼差しに横溢する愛)という美し

い表現はVaughanの｢至福直観｣の眼に対する神秘主義的傾向を示すものであろう｡

聖書に由来する箇所は他にもある｡23行目から26行目にかけて､詩人がもし｢かつての道｣

(ancienttrack)を逆にたどって､幼い頃にもどることができたら､初めて輝かしい天使たちと

別れた平原､神の光に照らされた魂が｢緑の陰漉き椋相の都｣(shadyCityofPalmtrees)を眺

望できるあの平原へ再び帰れるであろうと夢想する箇所である｡ここの出典は旧約聖書の｢申

命記｣34章1節から4節である｡これは｢申命記｣の最終章で､神がモーゼに､彼が死ぬ前に､

ビスガの頂きから｢しゅろの町エリコ｣を含む｢約束の地｣を見せる場面である｡したがって､

26行目の｢緑の陰濃き椋相の都｣とは具体的にはエリコの町のことをさすのであるが､この詩

の中では天の都すなわち神の国､あるいは神そのものを意味しており､また23行の｢あの平

原｣(thatplaine)とはまさに｢天使の如き幼年時代｣あるいは現世的時間を越えた｢永遠｣

(etemity)という状態を意味している｡このように聖書的風景を一種の宗教的visionに高めて

いくことはVaughanの得意とするところである｡

Vaughanはしばしば自然詩人と呼ばれるが､彼の詩に現れる自然ないし風景は､そのほとん

どすべてがVaughan自身の眼で観察してとらえた自然･風景ではなく､古典文学に出てくる

いわゆる｢理想的風景｣(locusamoenus)であったり､聖書に由来するvisionとしての風景で

あったりすることが多い｡その点からすれば､Vaughanを､Wordsworthを自然詩人と呼ぶの

と同じ意味で自然詩人と呼ぶことは適切ではない｡Wordsworthの場合､具体的な自然をきわ

めて感覚的なレヴュルで具体的に体験したということが大切なのである｡たとえ彼にとって最

終的に意味があるのは内面の風景へと変質した風景､いいかえれば精神化された風景-ある

いは簡単に風景の記憶といってもいいが一ではあっても､具体的な自然との霊的交感という

個人的経験なくしては､それもありえないことは疑いえないからである｡

さて､もう一度"TheRetreate"の前段部を別の面から考えてみたい｡ある批評家はこのわ

ずか20行の部分に｢天地創造から黙示録に至る時間の巨大な円環｣を読み込んでいるが15)､な

るほど詳しく見れば､この部分は完全な神の光につつまれていた時代の個人的記憶というより

も､人間が神の恩寵を失っていく過程の記録､いわばミルトンの『失楽園』伽和ゐgエosJ)の

超縮約版として読めることがわかる｡すなわち､行を追うごとに｢天使の幼なさ｣の光から離

れていき､次第に罪深い存在に堕ちていく過程､堕落の生涯が寓意(a11egory)としてまとめら
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れているのである｡私は少し視点をかえて､この堕落の過程の寓意化が当時の宗教詩人たちに

大きな影響を与えた瞑想の技術(artOfmeditation)に別してなされているらしいことに注目し

たい｡

瞑想の技術とは､16世紀中葉､イエズス会の創始者であり､腐敗したカトリック教会の｢自

己粛正運動｣の原動力となったイグナチウス･ロヨラ(St.Ignatius)がその著作『霊操』

(餅わ蝕αほ∬βⅣゐβ5)の中でまとめた実践的な宗教的瞑想の方法で､当時のヨーロッパに広まり､

深く浸透していた｡また､17世紀英国の形而上派詩人たちの宗教詩にも少なからぬ影響を与え

たことはL.L.Martz教授の研究によって知られている16)｡具体的な瞑想の方法は､まず視覚

的想像力(所謂｢想像力の眼｣(theeyeofimagination))を用いて､たとえば地獄の劫火や天

国の栄光と至福等の具体的場面を思い描く｡その｢現場の設定｣(compositioloci)といわれる

準備段階を経て､実際の瞑想に入り､自己の罪深さや神の無限の恩寵などを再認識して神との

｢対話｣(co1loquy)に至り､新しい決意や神への感謝の祈りで終わるというものである｡瞑想

の内容は大きく二つに分けられ､一つはキリストの生涯(受肉･受難･復活･昇天)について

の瞑想であり､もう一つは罪と地獄についてである｡いわば､一種の信仰心活性化の便法なの

である｡この瞑想の方法の特徴的なところは具体的場面の設定､すなわち視覚的イメージの喚

起が中心になっている点にある｡したがって､そのつくられたイメージがそのまま詩のイメー

ジに変化していく可能性がそこにあり､言いかえれば､瞑想の技術はそのまま詩の技法と直結

しているのである｡

"TheRetreate"を書いた頃のVaughanが16世紀以来の瞑想の伝続に深く浸っていたことは､

宗教詩集SilexScintillansの第一部("TheRetreate"は第一部にある)が1650年に出版されてか

ら2年後に祈りと瞑想に関する散文『オリーブ山』(乃g此-〟乃上げOJわβ5)を書いていることか

らも想像できる｡したがって､Vaughanが宗教詩を書いた時､瞑想的生活になじんでいたこと

は十分考えられる｡事実､Vaughanの宗教詩には聖書の記事を素材とし､それをもとに｢想像

力の眼｣で具体的場面をつくりあげていると思われる詩が多い｡つまり｢現場の設定｣といわ

れる瞑想の技術にのっとった詩作法だと指摘できるのである｡

キリストの生涯を思い描くにせよ､堕地獄の恐怖を瞑想するにせよ､いずれも瞑想は瞑想者

自身に現在の状態を意識させずにはおかない｡そこから､当然｢自己分析｣(self-analysis)あ

るいは｢自己吟味｣(self-SCrutiny)という瞑想のカテゴ1)-が派生してくる｡しかしその場合

でも､目的はあくまでも自己の魂を浄め､自己の内部に｢神の姿｣を見いだし､｢自己への不

信｣から｢神への信頼｣へ至ることにある｡

さて､Vaughanの"TheRetreate"の場合､各々のカブレットで描かれる堕落の過程は自己

吟味の瞑想の結果生まれたものと見てよいのではないかと思う｡しかもそれは単なる詩人個人

の自己吟味に終わらず､一種の扇sionとして人類全体の堕罪の歴史の要約にもなっているの

である｡そして詩人の最終的な姿勢は､後段の部分で表現されているように､神のもとへ回帰

することに向いている｡それはまさにJ.D.Sirnmondsの言う｢巡礼者｣17)(pugrim)の姿であ

り､この神に向かう｢巡礼者｣的姿勢こそが､Vaughanの宗教詩のすべてを特徴づける根本の

姿勢なのである｡したがって､幼年期喪失の悲しみがVaughanを､Wordsworthのように､執

擁に悩まし続けることはなく､それは神に向けた視線によって乗り越えられていくのである｡
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2

では､OdeにおけるWordsworthの姿勢とはどういうものであろうか｡一言でいえば､人類

全体の不幸に対して向けられた道徳的姿勢とでもいうことができよう｡

w｡rdsw｡rthは､時には感覚の圧制に苦しむほど鋭敏な感覚-｢動物的感覚｣一に恵まれ

た少年であったが､同時に非常にまじめで､強い道徳的感覚を持った少年でもあったことが彼

の精神的自叙伝である『序曲』(乃gP柁Jぴdβ,1805,1850)の中のいくつかのエピソードから読

みとれる｡たとえばBookIに出てくる､夜の孤独な彷捏の途中で他人のしかけた罠にかかっ

た鳥を盗んだ時のエピソード｡

Sometimesitbefel

Inthesenlght-Wanderings,thatastrongdesire

O,erpower,dmybetterreason,andthebird

Whichwasthecaptiveofanother'stoils

Becamemyprey;and,Whenthedeedwasdone

Iheardamongthesolitaryhills

Lowbreathingscorrunga杜erme,andsounds

Ofundistinguishablemotion,StepS

Almostassuentastheturftheytrod･18) (BEI.u.324-332)

盗みを働いた少年Wordsworthの後を音もなく追いかけてくる｢低い息づかい｣(low

breathings)とは､罪を犯した自分を罰する､少年の超自我(superego)の象徴､あるいは同じ

ことだが､道徳的良心の象徴であることは疑いないだろう｡少年Wordsworthはそのような経

験を通して､ちょうど｢自然｣に育てられるLucy("Three years she grewinsunand

shower,")のように､教師としての自然から道徳的な人格を形成されるのである｡
ところで､Odgは､いかにして過ぎ去った幼年期との絶村的な距離をうめて､その喪失の悲

しみと外界からの疎外感を克服するかを模索している詩でもある｡言いかえれば､幼年期の栄

光を失った人生を生きるに催するものと認識させる新しい道徳哲学を探求する詩でもあるので

ある｡幼年期の至福喪失の主題は､途中に幼児礼讃を含みながら8連まで続く｡

Thou,Whoseexteriorsemblancedothbelie

ThySoul'simmensity;

ThoubestPhnosopher,Whoyetdostkeep

Thyheritage,thouEyeamongtheblind,

That,deafandsilent,read'sttheetermaldeep,

Hauntedforeverbytheeternalmind,-

MightyProphet!Seerblest!

Onwhomthosetruthsdorest,

WhichwearetOilinga1lourlivestofu1d,

Indarknesslost,thedarknessofthegrave;

Thou,OVerWhomthyImmortality

BroodsliketheDay,aMastero'eraSlave,

APresencewhichisnottobeputby;

WhywithsuchearneStpalnSdostthouprovoke

Theyearstobringtheinevitableyoke,
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Thusblindlywiththyblessednessatstrifb?

FullsoonthySoulsha11haveherearthIyfreight,

Andcustomlieupontheewithaweight,

Heavyasfrost,anddeepalmostaslife! (u.124-129)

前半で幼児の特性､｢叡智｣｢預言者｣｢不滅性｣等を列挙して礼讃しながらも､その魂の上に

現世の｢日常的習慣｣(custom)が重くのしかかっていく運命を詩人は悲しく認めざるをえな

い｡

詩が克服の主題に一転するのは9連目からであるが､詩人は積極的な克服の道は発見しえな

いで､残された何がしかの霊性に慰めを見い出すことしかできない｡

Ojoy!thatinourembers

Issomethingthatdothlive,

Thatnatureyetremembers

Whatwassofugitive!

Thethoughtofourpastyearsinmedothbreed

Perpetualbenediction: (u.130-135)

詩人が｢永遠の祝福｣(perpetualbenediction)を感じるのは､地上的生を送るうちにはるか遠

くに隔てられはしたが､一瞬のうちに｢不滅の海｣(immortalsea)へとつれもどしてくれる

｢おぼろげな(前生の)記憶｣(shadowyreCOueCtions)に村してである｡

forthose丘rstaffections,

ThoseshadowyreCOllections,

Which,betheywhattheymay,

Areyetthefountainlightofourday,

Areyetamasterlightofallourseelng;

Upholdus,Cherish,andhavepowertomake

OurnoISyyearSSeemmOmentSinthebeing

OftheeternalSnence: (n.149-156)

だが､結局､Wordsworthは､過去にもどるすべを見つけえず､またVaughanのように神秘主

義的な扇sionにジャンプすることもできず､深い悲しみを込めて､人間の苦しみに対する倫

理的共感､死を通して生を見つめる宗教的信仰(ただし､必ずしもキリスト教の信仰と同一視

することはできない)､歳月とともに円熟していく哲学的精神といった道徳的生に新たな生き

方を求めていく以外にないことを知る｡

Whatthoughtheradiancewhichwasoncesobright

Benowforevertakenfrommysight,

Thoughnothingcanbringbackthehour

Ofsplendourinthegrass,Ofgloryintheflower;

Wewillgnevenot,ratherfind

Strengthinwhatremainsbehind;

Intheprlmalsympathy

Whichhavingbeenmusteverbe;

Inthesoothingthoughtsthatsprlng

Outofhumansu鮎ring;
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Inthefaiththatlooksthroughdeath,

InyearSthatbringthephnosophicmind･ (u.176-187)

ここに見られるのは､しかし､積極的な姿勢ではなく､また悟りでもない｡解決策を見い出し

えない時の諦念である｡その諦念が､人間全体の不幸な運命に向けられた道徳的な眼差し19)

を生みだしている｡成長と共に幼年期から疎外されていった自分の悲しい現実を､人間一般に

共通の避けられない悲しい宿命としてとらえようとする視点の誕生｡Wordsworthのもう一つ

の代表的な詩乃乃ね川A始り⊥f乃β5の次の箇所も同様の道徳的姿勢を示している｡

ForIhavelearned

Tolookonnature,nOtaSinthehour

Ofthoughtlessyouth;buthearingoftentimes

Thestill,Sadmusicofhumanlty,

Norharshnorgrating,thoughofamplepower

Tochastenandsubdue. (u.88-93)

しかし､たとえ個人の悲しみを通して｢人間の静かな､悲しい調べ｣(thestin,Sadmusic･Of

humanity)を聞きえたとしても､それは慰めにはなっても救いにはならない｡幼年期の回復も

できないし､過去との内的距離のもたらす悲しみを乗り越える満足すべき手段も見つからない

まま､ただ諦観するしかない出口なしの状況､それがWordsworthの置かれている状況なので

ある｡Odβという詩のたゆたうような､あるいは堂々めぐりをするような構成やリズム､唐突

な終わり方等はそうしたWordsworthの存在状況を反映する言語的｢身振り｣と言えるだろう｡

Vaughanの"TheRetreate"には諦観はない｡揺るぎないキリスト教信仰を持つVaughanには､

希望はあっても諦念は無縁なのである｡Vaughanの幼年期の至福のvision喪失は神に向かう信

仰によって､あるいは神の啓示によって回復されうる性質のものなのである｡たとえば次の詩

の冒頭の､宇宙的とさえ言えるdsionの衝撃力はそのことを確信させるに足るものである｡

IsawEtemitytheothernlght

LikeagreatRingofpureandendlesslight,

Allcalm,aSitwasbright,

Androundbeneathit,Timeinhours,days,yearS

Driv'nbythespheres

Likeavastshadowmov'd,Inwhichtheworld

Andallhertrainwerehurl,d;20) ("TheWorld"11.1-7)

Wordsworthには､Vaughanのネオ･プラトニズム的キリスト教や神秘主義に相当するような､

頼るべき外なる体系がなかった｡それほどまでに自己の感覚というものを信頼し､それによっ

て生きてきたという点がおそらくWordsworthの後年の不幸をうんでおり､二人を分かつ大き

な違いであろうと思う｡

3

VaughanとWordsworthにとって幼年期とは果たしていかなる意味を持つものであったろう

か｡

VaughanのSilexScindllansには､幼年期ないし幼児に対する関心が持続的に一貫して突出
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したものとして現われることはない｡これはWordsworthがたえず深い悲しみをこめて､喪失

した幼年期をうたい続けたことと対照的である｡Vaughanにとって､幼年期とはあくまでも､

彼が好んで用いた他のイメージ､光や夜明け､闇､露､天体､植物などと同様､一つのイメー

ジであり､キリスト教思想の枠組の中で天使的無垢､神の恩寵の光に浴していた始源的善の状

態を示すvisionなのであって､Wordsworth的な生々しい実体を伴わないものである｡もし

Vaughanの詩の中で幼年期のイメージが強烈であるとすれば､それは宗教的visionとして強烈

なのであって､詩人の個人的経験に由来するものではない｡

幼年期の喪失とは過去と現在の時間的持続性の断絶を意味しており､Wordsw｡,thの悲哀の

感情はそこから生じている｡また､過去の時間からの孤立とは､かつて親和的であった自然や

世界からの孤立でもあり､世界そのものからの疎外を意味している｡いいかえれば､現在の

Wordsworthは外界との内的つながりをもたない状態に生きているのであり､いわば自己喪失

の危機的状況にあるのである｡であれば､なおさらのことWordsworthは､かつて自分が体験

した自然の生命と一体となった瞬間を激しく求めるのである｡つまり現在の生命の本源的なも

のから疎外されている自分をその危機的状況から救い出すために､彼の｢時点｣(spotof

time)と呼ぶ､意味の濃密な瞬間､生命の充実した瞬間を求めるのである｡そのspotoftime

という特権的な瞬間の中心にいるのは｢かつての少年の自分｣であって､Blakeにおけるよう

な無垢なる魂の状態を象徴する抽象的な子供では決してないのである｡Wordsw｡rthにとって､

そうした｢自分の内なる子供｣を記憶によって現在に蘇らせることは､とりもなおさず生命的

なものを蘇らせることであり､世界との十全な親和的連関性を回復することなのである｡つま

りWordsworthが強迫観念のように幼年期という観念にとりつかれていたことは､彼が外的風

景を内面の風景に変質させていったこと同じく､幼年期という過去を現在化することによって､

自分のidentityを確固たるものにしようという内面の要請に応えていたのである｡彼にとって

自分の幼年期とは単なる幸福の思い出ではなく､自然の未知なるものと交感していた何か生命

的なものの力強いシンボルであったといえよう｡

VaughanとWordsworthのこうした違いは同じ｢虹｣というモチーフを扱かったそれぞれの

詩によっても端的に知ることができる｡Vaughanにとって虹とは､被造物に内在(imman｡nt)

する造物主の姿を読みとる時のよすがとなる自然の聖なる｢象形文字｣なのであって､決して

単なる自然現象ではない｡そしてそれを読み解くのがVaughanのvisionの力なのである｡

WhenIbeholdthee[i･e･therainbow],thoughmyhghtbedim,

Distantandlow,Icaninthineseehim,

Wh0looksupontheefromhisgl0riousthrone

AndmindestheCovenant'tw玩tAllandOne.

Ofoul,deceitfu1men!myGoddothkeep

Hispromisest止1,butwebreakoursandsleep.21)("TheRain-bow"Ⅲ.15-20)

Vaughanは虹を見て､そこに神を見､被造物である｢仝｣L411)と神である｢一｣(One)との

間にかわされた古い｢契約｣(Covenant)､すなわち､旧約を思いおこす｡このAuとOneと

いう言い方は､本源的な｢一者｣(theone)から｢万物｣(theAu)が｢流出｣するという例の

ネオ･プラトニズムの思想を響かせている言い方である｡DonneやHerbertなどと比較すれ

ば､Vaughanには､風景を視覚的喜びの対象として裸の眼でとらえていこうとする姿勢が胚胎

しかけてはいるが､こういう幻視(扇sionむγ)的な見方で､自然をネオ･プラトニズム的寓意
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として､あるいは宗教的寓意として見ることが支配的であった時代から完全に自由にはなりき

れなかった｡

W｡rdsw｡rthの場合､彼は空にかかった虹を見ながら､同時にかつて虹を見ていた自分､｢い

のちの始まった時｣(Whenmylifebegan)にいた輝かしい少年の頃の自分をも見ようとする｡

MyheartleapsupwhenIbehold

Arainbowinthesky:

Sowasitwhenmylifebegan;

SoisitnowIamaman;

SobeitwhenIsha11growold,

Orletmedie!

TheChildishtheroftheMan;

AndIcouldwishmydaystobe

Boundeachtoeachbynaturalpiety･22)

すなわち､Wordsworthにとって虹とは､自然との一体感を成就し､｢自然への敬慶な思い｣

(naturalpiety)が内からあふれ出た高貴な瞬間､いわばspotoftimeの一つなのであり､この

虹はきわめて原初的な感覚でとらえられた生命力のシンボルであると思う23)｡

HenryVaughanとWiuamWordsworth｡この二人には他にも一見､似かよったところがある

が､本質的には､異質な時代に生きた異質な二人なのである｡両者の自然に対する観念や風景

に対する姿勢などに関しては､まだ分析する余地はあるのだが､それについては別稿にゆずる

ことにする｡

注

1)771eWoYksdHenryVd8dan,ed.L.C.Martin(OxfordattheClarendonPress,1914)･p･520･

2)Wbrdswo′勃:PoeticalWoYks,ed.T.Hutchinson,revisedbyE･deSelincourt(0ⅩfordUnlversityPress,

1988),pp.460-2.

3)正式の題名は0血:J乃加α如〝5〆J研削0わお物J細別斤gco〃α如"5〆EαゆCゐf肋00d･

4)I侮戒5,p.640.

5)このあたりの事情については次の論文参照｡L･C･Martin,"HenryVaughanandtheThemeofInfan-

cy",加mEssentialArticles:HenTy侮喝九an,ed･AlanRudrum(ArchonBooks･1987)･pp･46-59･

6)肋戒5,p.419.

7)Coleri卸:PoeticalI侮rks,ed.E.H.Coleridge(OxfordUniversityPress,1988),pp･153-4･

8)I侮rdsworth,p.164.なお､`being,についてはTbePYelude(1805年版)の次の箇所参照

andafterIhadseen

Thatspectacle,formanydays,mybrain

Work,dwithad血andundetermin'dsense

Ofunkn0wnmOdesofbeing; (BKI.u.417-20イタリックは筆者)

9)川崎寿彦｢ヘンリー･ヴオーンの自然神秘主義｣(『形而上詩と瞑想詩』､ピーター･ミルワード 石

井正之助監修､荒竹出版)p.170.

10)Ma止れp.55.

11)Martin,p.52.

12)L.C.Martinはこの語句の出典として､1650年代から60年代にかけて､その著作の多くが英訳された

JacobBoehmeが考えられるとしている｡Martin,P･56･

13)I侮沌5,p.472.
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14)胸痛ざ,p.492.

15)J･D･Simmonds,MasquesqfGod(UniversityofPittsburgPress,1972).p.48.

16)L･L･Martz,T71ePoetryqfMedihztion(YaleUniversityPress,1974).pp.1-4.

17)ShlmOnds,Loc.cit.,

18)引用は1805年版による｡

19)こうした態度はWordsworthに限らず､他のロマン派の詩人にも見られる｡ロマン派の詩人たちに

は､｢人類｣という観念が､ファウストに対するメフィストフェレスのように､常につきまとっている｡

たとえば､次の一節参照｡

Scatter,aSh'omanuneXtinguishedhearth

Ashesandsparks,myWOrdsarnOngmankind!

Bethroughmylipstounawakenedearth

ThetrumpetOfaprophecy!

(P.B.Sheuey,OdeわtheI偉ぶtmndll.66-9イタリックは筆者)

20)胸痛s,p.466.

21)I仇祓5,p.509.

22)肋,血紺0勅p.62.

23)参考として､中沢新一『虹の理論』(新潮社､1989)｡
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